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新
時
代
を
期
待
す
る
な
か
、
令

和
元
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

竹
田
高
校
同
窓
会
会
員
の
皆
様

方
に
は
、
ご
健
勝
の
こ
と
と
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に

全
国
各
地
域
で
の
ご
活
躍
に
敬
意

を
表
し
ま
す
。
又
、
日
頃
よ
り
本

同
窓
会
活
動
並
び
に
母
校
の
充
実
、

発
展
に
対
し
て
の
多
大
な
ご
協
力
、

ご
支
援
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
同
窓
会
も
本
年
会
員
相

互
の
親
睦
や
絆
を
深
め
る
た
め
に
、

各
地
域
で
同
窓
会
が
活
発
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
2
月
に
県
職
員
で

つ
く
る
県
庁
臥
牛
城
会
が
開
催
。

6
月
に
は
関
東
同
窓
会
が
菅
会
長

学
び
の
変
化

竹
田
高
等
学
校
同
窓
会
会
長

十
九
期
生

（
昭
和
四
十
二
年
卒
）

服

部

晨

二

の
元
、
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に

て
2
5
0
名
を
超
え
る
会
員
の
参

加
の
中
開
催
。
東
海
豊
後
竹
田
会

が
山
本
会
長
の
元
、
名
古
屋
に
て

開
催
。

10
月
に
は
大
分
、
別
府
同

窓
会
が
上
村
新
会
長
の
元
で
開
催
。

又
新
た
に
再
出
発
し
た
関
西
同
窓

会
も

4
回
目
の
同
窓
会
を
本
田
会

長
を
中
心
に
開
催
。
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
12
月
に
は
福
岡

竹
田
会
が
、
末
吉
会
長
の
元
、
博

多
で
開
催
。
懇
親
を
深
め
、
竹
田

高
校
の
将
来
へ
期
待
す
る
思
い
、

同
窓
会
へ
の
提
言
な
ど
会
場
と
も

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
又

本
校
同
窓
会
を
中
心
に
開
催
さ
れ

て
い
る
関
東
竹
田
会
、
大
阪
豊
後

竹
田
会
、
東
海
県
人
会
な
ど
ふ
る

里
会
も
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
志
を

立
て
て
郷
関
を
出
た
方
々
の
母
校

や
ふ
る
里
に
対
す
る
思
い
の
強
さ

を
感
じ
た
次
第
で
す
。
本
同
窓
会

も
7
月
6
日
午
後

3
時
よ
り
ホ
テ

ル
岩
城
屋
に
て
本
年
度
当
番
幹
事

24
期、

25
期、

34
期、

35
期
の
期

別
の
方
々
を
中
心
に
総
会
、
懇
親

会
を
開
催
。
生
徒
発
表
で
は
海
外

派
遣
事
業
「
ベ
ト
ナ
ム
研
修
報
告
」

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

53
年
卒

業
東
京
藝
大
を
卒
業
後
、
本
場
イ

タ
リ
ア
で
オ
ペ
ラ
を
学
び
、
イ
タ

リ
ア
で
活
躍
そ
の
活
動
の
場
を
日

本
に
も
広
げ
「
銀
河
の
歌
姫
」
と

言
わ
れ
る
倉
原
佳
子
さ
ん
の
迫
力

あ
る
感
動
の
歌
声
を
堪
能
し
た
所

で
す
。
今
回
、
学
校
行
事
と
開
催

時
間
が
調
整
が
と
れ
ず
生
徒
発
表

が
一
部
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
反

省
し
、
次
回
に
生
か
し
て
行
き
ま

す
。全

体
の
同
窓
会
を
見
た
時
、
若

い
世
代
特
に
平
成
世
代
の
卒
業
生
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の
参
加
が
少
な
く
て
今
後
、
平
成

世
代
の
参
加
率
を
上
げ
て
い
き
、

世
代
の
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
同
窓
会

活
動
へ
と
繋
げ
て
い
く
取
り
組
み

を
地
域
同
窓
会
の
方
々
と
と
も
に

検
討
し
て
い
く
必
要
性
を
思
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

又
、
各
期
別
の
同
期
会
も
竹
楽

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
開

催
さ
れ
、
竹
田
の
賑
わ
い
づ
く
り

の
一
助
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
卒

業

30
周
年
を
開
催
さ
れ
た
平
成
一

年
度
卒
業
（
第

41
期
）
河
野
洋
史

実
行
委
員
長
よ
り
皆
様
方
を
代
表

さ
れ
、
育
英
基
金
と
し
て
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。
後
輩
、
母
校

に
対
し
て
暖
か
い
ご
支
援
に
対
し

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

創
立
ー

0

0
周
年
か
ら
続
い
て

い
ま
す
同
窓
会
海
外
派
遣
事
業
も

本
年
7
月
31
日
（
火
）
＼
8
月
4
日

（
土
）
に

2
年
生

4
名、

1
年
生

2

名
が
ベ
ト
ナ
ム

・
ハ
ノ
イ
ヘ
派
遣

い
た
し
ま
し
た
。
生
徒
達
は
異
な

っ
た
生
活
体
験
や
日
本
、
竹
田
の

紹
介
、
交
流
を
通
し
て
、
ベ
ト
ナ

ム
ヘ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

今
回
訪
問
し
た
ベ
ト
ナ
ム
大
使
館

で
の
講
話
を
聞
き
、
国
際
的
な
物

の
考
え
方
、
視
野
を
持
つ
こ
と
の

世
界
観
を
学
ん
だ
こ
と
は
生
徒
の

今
後
に
と
っ
て
、
学
び
の
意
欲
に

繋
が
る
こ
と
と
な
る
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

本
事
業
も

22
年
を
経
て
そ
の
間

日
本
人
、
竹
田
高
校
生
と
し
て
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
高
め
、
日

本
の
文
化
、
竹
田
地
域
の
歴
史
文

化
を
交
流
を
通
し
て
発
信
し
て
き

ま
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
日

本
の
文
化
、
伝
統
、
歴
史
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
豊

国
へ
の
文
化
、
伝
統
、
歴
史
へ
の

他
者
理
解
を
深
め
て
い
っ
た
取
り

組
み
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

英
語
を
使
う
機
会
、
国
際
的
、
世

界
的
な
学
び
、
問
題
解
決
力
な
ど

の
育
成
ま
で
に
は
至
っ
て
な
い
の

が
現
状
で
す
。
又
、
竹
田
高
校
を

取
り
巻
く
社
会
も
少
子
化
が
著
し

く
進
む
中
、
令
和

2
年
度
の
募
集

定
員
も

20
名
減
と
な
り
、
今
後
も

厳
し
い
状
況
と
な
る
課
題
に
直
面

し
て
い
く

一
方
、
社
会
の
多
様
な

場
面
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
ま
す
ま

す
進
む
中
、
世
界
に
通
用
す
る
人

材
、
未
来
を
切
り
拓
く
人
材
の
育

成
が
必
ず
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の

課
題
を
解
決
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
高
く
評
価
、
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
バ
カ
ロ
レ
ア
認
定

の
た
め
に
同
窓
会
と
し
て
も
今
後

研
究
、
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い

-1-
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と
思
い
ま
す
。

竹
田
高
校
に
と
っ
て
必
要
な
こ

と
は
、
藩
校
か
ら
時
代
を
越
え
て

受
け
継
が
れ
て
き
た
「
学
び
」
の

伝
統
に
根
ざ
し
た
高
い
志
を
育
み
、

地
域
の
文
化
、
歴
史
に
誇
り
を
継

承
し
続
け
る
教
育
力
を
人
づ
く
り

の
資
源
と
し
て
、
竹
田
高
校
に
し

か
な
い
、
竹
田
高
校
で
し
か
学
べ

な
い
教
育
へ
と
進
化
さ
せ
、
竹
田

高
校
の
足
元
を
世
界
の
中
心
に
み

す
え
る
学
校
で
と
力
を
高
め
て
い

く
こ
と
で
、
地
域
の
学
校
と
し
て

新
た
な
価
値
を
生
み
だ
し
新
し
い

魅
力
と
し
て
生
徒
が
集
ま
り
、
さ

ら
に
は
地
域
に
活
力
が
生
ま
れ
る

新
し
い
教
育
文
化
の
創
生
と
な
る

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
認
定
へ
の
歩
み

を
始
め
ま
す
。

「
10
年
先
、

20
年
先
に
こ
の
地
域

か
ら
学
校
が
な
く
な
る
か
も
し
れ

な
い
」
危
機
感
し
か
し
「
何
が
あ

っ
て
も
学
校
を
守
り
育
て
つ
づ
け

る
」
信
念
こ
の

二
極
の
感
覚
、
感

性
を
持
ち
つ
づ
け
る
こ
と
は
、
明

日
へ
、
未
来
へ
、
竹
田
高
校
が
持

続
可
能
な
た
め
の
大
き
な
力
と
な

る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

学
校
、
同
窓
会
、
P
T
A
と

一
体

的
に
行
動
し
、
さ
ら
に
は
大
分
県
、

大
分
県
教
育
委
員
会
、
竹
田
市
、

竹
田
市
教
育
委
員
会
は
じ
め
各
方

伝
統
あ
る
竹
田
高
等
学
校
の
校

長
と
し
て
赴
任
し
て

3
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
多
く
の
同
窓
生
の
熱

い
想
い
が
込
め
ら
れ
た
支
援
を
賜

り
、
多
種
多
彩
な
取
り
組
み
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

8
月
の
同
窓
会
の
支
援
に
よ
る

一
生
徒
海
外
派
遣
授
業
で
の
ベ
ト
ナ

ム
研
修
（
令
和
元
年
度
は
生
徒

8

名
派
遣
）
例
年

12
月
の

2
年
生
の

修
学
旅
行
で
は
関
東
同
窓
会
の

方
々
と
の
交
流
会
、
更
に
は
里
見

大
分
県
立
竹
田
高
等
学
校

校

長

木

戸

孝

明

心
豊
か
な
人
々
に

囲
ま
れ
て

幸
せ
に
す
ご
す

面
に
対
し
て
も
、
要
望
、
要
請
、

協
力
を
お
願
い
し
、
竹
田
高
校
を

守
り
育
て
る
所
存
で
す
。
そ
の
為

に
も
会
員
皆
様
方
の

一
層
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

奨
学
会
ふ
子
林
会
を
は
じ
め
各
種

奨
学
金
で
の
支
援
等
、
有
為
な
人

材
を
育
む
た
め
同
窓
会

・
同
窓
生

が
学
校
と

一
体
と
な
っ
て
本
校
の

教
育
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

さ
て
、
平
成

31
年

3
月
に
卒
業

し
た

71
期
生

l
4
7
名
の
進
路
状

況
で
す
が
、
国
公
立
大
学
合
格
は

50
名
で
し
た
（
昨
年
は

43
名）
。
私

立
大
学
が

99
名
（
昨
年
71
名
）
、
短

期
大
学

・
専
門
学
校
が

54
名
（
昨

年
66
名
）
、
そ
の
他
（
県
警
・
役
場
・

消
防
等
）

9
名
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
九
州
管
内
で

し
た
。
赴
任
し
て
か
ら

2
年
間
、

同
窓
生
の
方
々
か
ら
「
も
っ
と
関

東
等
、
外
に
出
る
よ
う
学
校
が
生

徒
の
背
中
を
押
さ
な
け
れ
ば
」
と

言
わ
れ
続
け
て
い
ま
す
が
な
か
な

か
思
う
よ
う
に
い
き
ま
せ
ん
。
背

中
を
押
す
先
生
方
の
言
葉
に
、
熊

本
大
学

・
大
分
大
学
・
県
内
で
の

公
務
員
を
軸
に
し
た
人
生
設
計
を

し
っ
か
り
と
話
す
生
徒
の
姿
を

多
々
見
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
高

校
入
学
時
か
ら
広
い
視
野
•
最
新

の
考
え
方
を
保
護
者
を
含
め
て
粘

り
強
く
提
示
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

次
に
生
徒
募
集
状
況
で
す
が
、

ー
6

0
名
の
定
員
に
対
し
て

ー
5

2
名
（
推
薦
入
試

8
名
・

一
次
入

試
l
4

0

名
・

ニ
次
人
試
4

名
~

竹
田
市
か
ら
は

86
名
、
豊
後
大
野

市
か
ら

63
名
、
熊
本
県
の
産
山
学

園
よ
り

3
名
）
の
入
学
と
な
り

6

年
連
続
の
定
員
割
れ
と
な
り
ま
し

た
が
当
初
の
予
想
よ
り
は
多
く
、

地
域
・
教
職
員
の
努
力
が
実
っ
た

形
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
竹

田
市
の
中
学

3
年
生
が
昨
年
度
よ

り
24
名
減
で
、
大
分
県
全
体
で
も

こ
の

2
年
で
大
き
く
減
少
し
ま
す
。

こ
の

9
月
に
、
来
年
度
の
定
員
の

発
表
が
あ
り
県
内
の
多
く
の
高
校

が
定
員
減
に
な
る
中
、
竹
田
高
校

も
40
名

4
ク
ラ
ス
が

35
名

4
ク
ラ

ス
の

20
名
減
と
な
り
ま
し
た
。
昨

年
同
様
、
こ
の
定
員
を
充
足
す
べ

く、

4
月
当
初
か
ら
精
力
的
に
生

徒
募
集
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
募
集
対
策
と
し
て
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
（
大
小
す
べ
て
の
学

校
行
事
）

•
H
P
•

新
聞

・

市
報
・

教
育
チ
ャ
ン
ネ
ル

・
竹
高
N
E
W

s
（
竹
田
市

・
豊
後
大
野
市
・
大
分

市
豊
肥
線
沿
線

・
阿
蘇
地
区
の
中

3
生
全
員
に
配
布
）

・
部
活
動
交
流

（
神
輿
担
ぎ
、
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
器
楽
部
演
奏
会
、
合
同
練
習
）

．

小
中
学
校
で
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
・

中
学
校
で
の
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ

ー

・
体
験
人
学
等
の
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
信
頼
さ

れ
る
学
校
づ
く
り
を
更
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

部
活
動
で
は
、
山
岳
部
登
山
競

技
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
、
同
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
の
国
体
出
場
、

陸
上
部
で
は
競
歩
と
や
り
投
げ
が

北
九
州
大
会
に
出
場
、
書
道

・
吟

詠
部
の
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
の
出
場
、
文
芸
部
の
全
九
州
高

等
学
校
文
化
祭
出
場
等
輝
か
し
い

成
果
を
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
よ
り
連
続
し
て
コ
ン
ク
ー
ル

で
金
賞
を
獲
得
し
て
い
る
器
楽
部

や
力
を
つ
け
て
い
る
弓
道
部
、
更

に
は
新
設
さ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
部
や

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会

は
部
員
も
多
く
生
徒
募
集
に
大
い

に
貢
献
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

新
大
学
入
試
制
度
が
現
高
校
2

年
生
か
ら
導
入
さ
れ
る
中
、
個
々

の
生
徒
の
進
路
希
望
達
成
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、

1
0

0
年
近
く
の

長
い
人
生
を
心
豊
か
な
人
々
に
囲

ま
れ
て
幸
せ
に
過
ご
す
こ
と
を
最

終
目
標
に
し
て
、
以
下
の
学
校
教

育
目
標
の
達
成
を
こ
れ
か
ら
も
図

っ
て
い
き
ま
す
。

①
主
体
性
を
も
っ
て
多
様
な

人
々
と
協
働
し
て
学
び
、
自
分
の

意
見
を
持
ち
行
動
で
き
る
力
を
育

成
す
る
。
（
更
に
は
自
分
の
考
え
を

-2 -
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相
手
に
確
実
に
伝
え
る
表
現
力
を

育
成
す
る
。
）

②
生
徒
の
健
康
と
安
全
を
徹
底

し
、
規
範
意
識
を
養
い
、
基
本
的

な
生
活
習
慣
を
確
立
す
る
。

③
特
別
活
動
や
体
験
活
動
及
び

人
権

・
同
和
教
育
等
を
充
実
し
、

思
い
や
り
の
心

・
豊
か
な
心
を
育

む
。最

後
に
な
り
ま
す
が
、
「
自
律
自

尊」

・
「
進
取
研
鑽
」

・
「
和
衷
協
同
」

の
校
訓
の
も
と
、
地
域
に
信
頼
さ

れ
、
愛
さ
れ
、
選
ば
れ
る
学
校
へ

の
足
取
り
を
確
か
な
も
の
と
し
て

い
き
ま
す
。
令
和
の
冒
頭
に
あ
た

り
皆
様
方
の

一
層
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
改
め
て
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

［ ドイツが取り持つ「ご縁」 ］ 
去る9月2日の大分合同新聞に、 ドイツからルッツ・花さ
んが本校へ短期留学に来たと いう記事が載りました。それを

見た大分ヤナセ株式会社取締役会長である中野秀勝様 （竹田

高校昭和 27年卒）から、 ドイツ車を扱う弊社と花さんが母校
に留学するご縁を感じ、歓迎したいという旨のお手紙を頂き

ました。

そして、大分ヤナセカ株式会社様から花さんに贈り物が届

きました。

リ）

温泉、人の温かみに触れる

さ
ん
か
ら
連
絡
を
受
け
た
市
が

受
け
入
れ
先
を
調
整
。
市
内
荻

町
西
福
寺
の
ホ
・、，ム
ス
テ
イ
先

か
ら
J
R
で
通
学
し
て
い
る
。

父
が
過
ご
し
た
竹
田
市
を
大
阪
府
出
身
の
母
衣
江
さ
ん

知
ろ
う
と
、
ド
イ
ツ
人
の
花

(48)
に
日
本
語
を
学
び
、
日
常

・
ル
ッ
ツ
さ
ん

(16)
11顔
写
会
話
に
不
自
由
は
な
い
。

8
月

真
11が
8
月
か
ら
、
竹
田
高

21日
の
始
業
式
後
、

1
年
2
組

39人
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
す
ぐ

に
仲
良
く
な
っ
た
。

「
昔
か
ら

・（
木
戸
孝
明
校
長
、

4
5
1

の
友
達
み
た
い。

し
ぐ
さ
が
キ

人
）
に
短
期
留
学
し
て
い
る。

ュ
ー
ト
」
と
工
藤
に
ち
か
さ
ん

2
学
期
が
終
わ
る

12月
下
旬

ま
で
日
本
の
高
校
ま
活
を
体

t§
。

扇
。
勉
学
、
ス
ポ
ー
ツ
に
励
授
業
中
、
黒
板
の
文
字
は
漏

み
、
地
域
と
の
触
れ
合
い
を
ら
さ
ず
に
ノ
ー
ト
ヘ
誓
き
写
す

楽

し

ん

で

い

る

。

花

さ

ん

。
通
訳
が
で
き
る
レ
ベ

父
ル
デ
ィ
ガ
さ
ん

(53)は
旧
ル
の
日
本
語
能
力
検
定
N
2合

直
入
町
で
1
9
9
9年
7
月
か
格
を
目
指
す
。
放
課
後
は
山
岳

ら
2
年
間
、
国
際
交
流
員
を
務
部
で
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
練
習
に

め
た
。
ド
イ
ツ
取
り
組
む
。
休
日
に
長
湯
温
泉

喝

情
鱈
咋
鑓
炉
↑
駐
”

に
一
家
5
人
で
理
由
が
分
か
り
始
め
た
」
と
笑

薔

ら

す

。

顔

゜

花
さ
ん
は
父
か
ら
「
竹
田
市
木
戸
校
長
は
「
4
カ
月
間
で

は
温
泉
が
あ
っ
て
人
が
温
か
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
つ
く
っ

い
」
と
聞
き
、
自
分
の
目
で
見
よ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

う
と
留
学
を
志
願
。
ル
デ
ィ
ガ
（
原
田
宏
＿
）

木戸孝明校長殿

突然のお手紙お許しください。

私は昭和 27年竹田高校卒の中野（旧姓、甲斐秀勝）

と申します。

爾来、 67年多くの人に教えられ、助けられながら、
年齢は 85歳となりました。
仕事は、大分ヤナセ株式会社で設立から 57年働

いてきました。ヤナセの主たる業務は輸入自動車の

販売とサービスです。クルマはドイツのメルセデス

ベンツとアウディです。多発する事故を心配し安全

な車をお届けしたいと思い今日まで頑張ってきまし

た。ベンツビジネスも初めて 42年になりました。
去る 9月 2日、大分合同新聞にドイツ人花・ルッ

ツさん竹田高校に留学と大きく報道されました。

我、我の母校に一方ならぬお世話になっている自

動車の生産国、ドイツの学生が留学なさったことは、

大きな喜びと共に心から、歓迎したく思いました。

12月下旬までのようですが健康に留意して竹田高校
での生活を満喫なさるようにルッツさんにお伝えく

ださい。歓迎のしるしに租品ですがお届けします。

ルッツさんにお渡しください。

尚、大分の方へお出かけのときは是非ご連絡くだ

さい。会社にもお訪ねください。

尚、私の息子中野通孝、当社社長は、大分上野が

丘尚校の PTAの会長を務めています。

竹田高校の限りないご発展を心よりご祈念申し上

げます。

大分ヤナセ株式会社取締役会長 中野秀勝

-3 -



第43サ 竹高同窓会報 ~?,tll 2り;-1月1011 

ハノイ訪問竹田高校生

NTTコミュニケーションズハノイデータセンタ

同
窓
会
海
外
派
遣
事
業

大
分
県
立
竹
田
高
等
学
校
二
年

今
回
、
私
た
ち

8
名
は

7
月
31
日
か
ら

8
月
4
日
ま
で
同
窓

会
海
外
派
遣
事
業
に
参
加
し
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
へ
研

修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

研
修
を
す
る
に
あ
た
り
私
た
ち
は
事
前
に
ベ
ト
ナ
ム
に
つ
い

て
の
学
習
を
し
、
そ
の
う
え
で
研
修
へ
臨
み
ま
し
た
。

実
際
に
ベ
ト
ナ
ム
ヘ
行
っ
て
み
る
と
、
事
前
の
学
習
で
は
伝

わ
っ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
を
多
く
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今
回
は
ベ
ト
ナ
ム
の
歴
史

・
文
化

・
日
本
と
の
つ
な
が
り
な

ど
に
つ
い
て
の
研
修
を
し
て
き
た
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
私

は
や
は
り
歴
史
や
人
々
に
つ
い
て
と
て
も
驚
き
を
覚
え
ま
し
た
。

植
民
地
時
代
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
そ
し
て
現
代
へ
と
ベ
ト

ナ
ム
の
人
の
努
力
や
苦
し
み
を
実
際
に
訪
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

肌
で
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
も
日
々
の

学
習
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
こ
と
に
取
り
組
む
よ
い
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
研
修
に
お
力
添
え
い
た
だ

き
ま
し
た
先
生
方
、
並
び
に
同
窓
会
の
方
々
、
関
係
者
様
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

帆

足

洸

希

平
成
に
改
元
後
す
ぐ
に
「
バ
ブ

ル
」
が
崩
壊
し
、
大
学
卒
業
後
に

竹
田
へ
帰
郷
し
て
い
た
時
、
平
成

2
年
の
「
竹
田
大
水
害
」
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。
近
頃
、
「
50
年
に

一

度
」
と
い
わ
れ
る
集
中
豪
雨
が
頻

発
し
て
い
ま
す
が
、
当
時
の
雨
量

も
大
変
な
も
の
で
し
た
。
市
域
全

体
が
大
き
な
被
害
を
受
け
、
私
の

生
ま
れ
育
っ
た
田
町
の
自
宅
や
家

業
の
工
場
も
水
に
浸
か
り
ま
し
た
。

そ
の
年
、
災
害
復

旧

の
た
め
、

竹
田
市
役
所
の
臨
時
職
員
と
し
て

従
事
し
、
平
成

3
年
に
大
分
市
役

所
に
入
職
し
ま
し
た
。
以
降
、
大

分
市
職
員
と
し
て
約

24
年
間
の
行

政
経
験
を
重
ね
ま
し
た
が
、
様
々

な
方
か
ら
県
議
選
へ
の
出
場
を
請

わ
れ
、
職
を
辞
し
て
県
政
へ
挑
戦

す
る
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

政
治
経
験
の
な
い
私
に
と
っ
て

誠
に
険
し
い
道
程
で
し
た
が
、
竹

田
高
校
の
先
輩
や
同
窓
の
皆
様
か

ら
心
温
ま
る
ご
支
援
を
頂
き
、
県

議
会
の
議
席
を
得
た
今
、
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

私
の
高
校
時
代
を
振
り
返
る
と
、

学
校
林
の
下
刈
り
、
文
化
祭
や
強

歩
大
会
な
ど
楽
し
い
思
い
出
も
多

い
で
す
が
、
決
し
て
平
坦
な
も
の

で
な
か
っ
た
だ
け
に
、
お
世
話
に

な
っ
た
恩
師
、
支
え
て
く
れ
た
友

の
事
は
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
で
き

な
い
思
い
出
で
す
。
岡
城
の
麓
で

学
ん
だ
竹
田
高
校
時
代
が
な
け
れ

ば
、
難
関
の
公
務
員
試
験
も
県
議

会
議
員
選
挙
も
決
し
て
乗
り
越
え

ら
れ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

平
成
の
時
代
が
幕
を
閉
じ
ま
し

た
が
、
科
学
や
情
報
通
伯
技
術
の

発
達
に
よ
り
、
社
会
は
随
分
と
様

変
わ
り
し
た
も
の
で
す
。
今
後
、

A

ー
や
ロ
ボ

ッ
ト
が
様
々
な
分
野
で

活
用
さ
れ
、
生
活
の
利
便
性
も
増

す
と
は
思
い
ま
す
が
、
先
端
技
術

を
駆
使
し
て
も
人
の
温
も
り
ま
で

は
補
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
人

と
人
と
が
温
も
り
あ
る
人
情
で
通

じ
合
い
、
助
け
合
い

・
支
え
合
い

な
が
ら
地
域
で
暮
ら
せ
る
社
会
で

二
十
八
期
生

（
昭
和
六
十
一
年
卒
）

大

分

県

会

議

員

木

田

昇

古
里
の
思
い
を
胸
に
、

大
分
の
未
来
へ
の
発
殷
に
向
け
て

あ
り
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ラ
ク
ビ

l
w
杯
や
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
な
ど
、
大
分
の
魅
カ
・
活
力
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
好
機
で
す
が
、

一
方
で
は
、
頻
発

・
激
甚
化
す
る

自
然
災
害
に
も
し
つ
か
り
と
備
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

地
方
創
生
や
加
速
化
す
る
人
口
減

少
に
は
、
新
た
な
視
点
か
ら
の
政

策
提
案
•
投
資
も
求
め
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。

県
政

一
一
期
目
の
任
期
と
な
り
、

会
派
で
は
幹
事
長
の
任
務
を
拝
命

し
、
委
員
会
や
協
議
会
で
果
た
す

べ
き
役
割
も
増
え
、
使
命
感
に
駆

ら
れ
ま
す
。
未
来
へ
の
大
分
、
そ

し
て
母
校
発
展
の
た
め
研
鑽

．
努

力
を
重
ね
、
様
々
な
課
題
解
決
に

全
力
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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「
ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て
思

う
も
の
」
と
は
、
室
生
犀
星
の
「
小

景
異
情
」
と
題
さ
れ
た
詩
の

一
節
で

す
。私

は
、
竹
田
市
（
旧
直
入
郡
荻
町
）

の
出
身
で
す
が
、
高
校
ま
で
生
活
し

た
実
家
、
所
謂
ふ
る
さ
と
は
遠
く
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

と
申
し
ま
す
の
も
、
竹
田
高
校

卒
業
後
防
衛
大
学
校
に
進
学
し
、

自
衛
官
と
し
て
日
本
全
国
を
渡
り

歩
く
転
勤
族
の
仲
間
人
り
を
し
た

関
係
も
あ
り
、

30
代
後
半
に
差
し

か
か
っ
た
頃
、
年
々
老
い
て
い
く
両

親
を
見
て
長
男
で
あ
る
私
は
、
実

家
を
引
き
払
い
大
分
市
の
郊
外
に

転
居
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

帰
郷
時
懐
か
し
さ
の
あ
ま
り
、

両
親
と

一
緒
に
何
度
か
荻
町
の
実

家
を
見
に
行
く
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
が
、
現
在
は
お
墓
も
我
が
家
の
近

く
に
移
し
ま
し
た
の
で
、

20
年
以
上

ご
無
沙
汰
状
態
で
す
。

私
に
と
っ
て
ふ
る
さ
と
の
思
い
出

は
、
荻
町
の
実
家
に
お
け
る
祖
父

母

・
両
親

・
妹
と
の
生
活
、
約
4
k

の
道
の
り
を
歩
い
て
通
い
続
け
た

小

・
中
学
校
、
受
験
勉
強
に
終
始
し

た
高
校
生
活
等
で
す
。

東
京
在
住
の
現
在
は
、
子
供
の

頃
の
思
い
出
が
ふ
る
さ
と
そ
の
も
の

な
の
で
す
。

私
は
陸
上
自
衛
官
と
し
て
約
37

年
間
奉
職
（
こ
の
間
引
っ
越
し
13

回
、
単
身
赴
任

3
回
）
、
第

一
線
部

隊
か
ら
運
用

・
行
政
に
係
る
中
央

で
の
勤
務
を
経
て
、
東
部
方
面
総

監
を
最
後
に
平
成

16
年
に
退
官
し

ま
し
た
。

退
官
時
の
心
境
は
、
国
防
と
い

う
崇
高
な
仕
事
を
や
り
遂
げ
た
と

い
う
達
成
感
と
、
こ
れ
で
引
っ
越
し

か
ら
開
放
さ
れ
る
と
い
う
安
堵
感

で
し
た
。

退
官
後
し
ば
ら
く
し
て
、
竹
田

高
等
学
校
関
東
同
窓
会
の
方
か
ら

お
誘
い
が
あ
り
、
現
在
は
第

8
代

会
長
を
拝
命
し
て
お
り
ま
す
。

関
東
同
窓
会
は
、
在
京
O
B
等

か
ら
の
同
窓
会
設
立
機
運
の
高
ま

り
を
背
景
に
、
竹
田
会
か
ら
独
立
、

昭
和

62
年

5
月
30
日
「
会
員
相
互

十
七
期
生

（
昭
和
四
十
年
卒
）

関

東

同

窓

会

会

長

菅

博

敏

の
親
睦
を
図
り
、
母
校
の
発
展
を

期
す
」
を
理
念
と
し
、
1
年
以
上
の

準
備
期
間
を
経
て
設
立
さ
れ
ま
し

た
。会

員
は
、
約
2
0
0
0
名
（
維
持

会
費
を
収
め
て
い
た
だ
け
る
維
持

会
員
は
約

5
0
0
名
）
、
活
動
内
容

と
し
て
は
、
総
会

・
懇
親
会
の
開
催

(1
回
／
年
）
、
会
報
誌
「
臥
牛
」
の

発
行

(
2
回
／
年）、

H
P
の
開
設
、

母
校
へ
の
貢
献
と
し
て
、
修
学
旅
行

生
と
の
交
流
会
（
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

O
B
の
体
験
談
、
学
生
と
の
懇
親

等
）
及
び
竹
田
高
等
学
校
図
書
室

に
開
設
し
た
大
志
文
庫
へ
の
書
物

の
寄
贈
等
で
あ
り
ま
す
が
、
特
に

総
会

・
懇
親
会
は
、
約
2
5
0
名
が

参
加
、
竹
田
高
等
学
校
校
長
、
竹

田
市
長
を
は
じ
め
市
の
関
係
者
、

高
校
の
恩
師
、
現
役
の
大
学
生
、
在

京
大
分
県
各
高
校
の
会
長
等
の
ご

出
席
を
い
た
だ
き
盛
大
に
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
全
国
に
誇
れ
る
同

窓
会
に
発
展
し
た
背
景
に
は
、
歴

代
の
会
長

・
役
員
・
会
員
の
方
々
の

郷
土
・
母
校
に
対
す
る
愛
梢
、
同
窓

会
に
対
す
る
熱
い
思
い
と
行
動
力

が
あ
り
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
将
来
を
見
据

え
た
時
に
い
く
つ
か
の
課
題
も
あ

り
ま
す
。

会
員
の
高
齢
化
と
人
員
減
少
に

伴
う
会
員
の
増
強
、
運
営
資
金
で

あ
る
維
持
会
費
の
安
定
的

・
継
続

的
な
確
保
、
会
員
相
互
の
さ
ら
な

る
親
睦
の
推
進
、
定
員
割
れ
の
続
い

て
い
る
母
校
へ
の
支
援
の
あ
り
方
、

そ
し
て
同
窓
会
魅
力
化
の
方
策
等

で
あ
り
ま
す
。

特
に
母
校
の
活

性
化

・
魅
力
化
に

よ
る
進
学
校
と
し

て
の
維
持
•
発
展

に
つ
い
て
は
、
竹

田
高
等
学
校
、
竹

田
市
役
所
、
竹
田

高
等
学
校
同
窓
会

等
が
一
丸
と
な
っ

て
検
討
、
対
策
を

講
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で

あ

り
ま
す

が
、
関
東
同
窓
会

と
い
た
し
ま
し
て

も
し
て
も
で
き
る

限
り
の
ご
支
援

・

ご
協
力
を
実
施
し

た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま

す
が
、
郷
土
竹
田
、

母
校
竹
田
高
等
学

校
そ
し
て
、
子
供

の
頃
の
懐
か
し
い
思
い
出
を
、
関
東

と
い
う
遠
き
に
あ
り
て
思
い
な
が

ら
竹
田
高
等
学
校
及
び
同
窓
会
の

さ
ら
な
る
充
実
◆
発
展
を
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。

-5-
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十
八
期
生

（
昭
和
四
十
一
年
卒
）

関

西

同

窓

会

会

長

本

田

健

三

第
4
回
を
迎
え
た
竹
川
高
校
関
西
圃
窓
会

竹
田
高
等
学
校
関
西
同
窓
会
は

30
数
年
前
に
発
足
し
、
数
回
の
集

ま
り
は
あ
り
ま
し
た
が
そ
の
後
自

然
消
滅
と
な
り
、
こ
の
た
び
長
年

の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
ま
し
た
が
、

竹
田
高
校
同
窓
会
本
部
の
服
部
員

二
会
長
や
東
海
大
分
県
人
会
の
山

本
英
次
会
長
ら
が
、
関
西
豊
後
竹

田
会
に
来
阪
の
際
、
何
と
か
竹
田

高
校
関
西
同
窓
会
を
再
出
発
さ
せ

た
い
と
の
こ
と
で
会
合
を
開
き
、

同
窓
会
本
部
の
進
め
ら
れ
て
き
た

方
向
性
を
基
軸
と
し
な
が
ら

4
年

前
に
再
出
発
し
、
今
年
度
、
令
和

元
年
、
第

4
回
目
の
竹
田
高
校
関

西
同
窓
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
年
は
、

10
月

6
日
（
土
）
に

竹
田
市
役
所
か
ら
市
長
代
理
で
教

育
総
務
部
工
藤
哲
郎
様
、
竹
田
高

校
同
窓
会
本
部
の
服
部
慎
一

―会
長

と
堀
幸
子
副
会
長
。
竹
田
高
校
の

木
戸
孝
明
校
長
並
び
に
関
東
、
東

海
か
ら
多
く
の
来
賓
の
方
々
の
ご

参
加
を
頂
き
開
催
し
ま
し
た
。

工
藤
様
か
ら
は
、
中
九
州
横
断

道
路
が
竹
田
ま
で
開
通
し
、
大
分

ま
で

50
分
ほ
ど
で
行
け
る
こ
と
、

ま
た
竹
田
の
観
光
、
人
口
減
少
を

い
か
に
食
い
止
め
、
活
力
あ
る
竹

田
に
す
る
か
の
説
明
が
あ
り
ま
し

゜
た
服
部
慎
二
会
長
か
ら
は
、
母
校

が
創
立
ー

2

0
周
年
を
迎
え
、
こ

れ
か
ら
の
高
校
の
発
展
と
、
海
外

派
遣
事
業
で
ベ
ト
ナ
ム
で
の
研
修

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

木
戸
校
長
か
ら
は
、
今
年
の
卒

業
予
定
者
の
進
学
希
望
者
の
共
通

一
次
試
験
（
京
都
大
学
希
望
者
も

い
ま
す
）
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た

模
様
で
あ
る
こ
と
。
ク

ラ
ブ
活
動

で
は
山
岳
部
が
国
体
参
加
し
た
こ

と
。
吹
奏
楽
部
の
活
躍
と
、
指
導

者
の
先
生
が
転
勤
に
な
る
こ
と
な

ど
を
伺
い
ま
し
た
。
ま
た
今
年
は

ラ
ク
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が

大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し

た
が
、
高
校
の
部
活
で
は
サ
ッ
カ
ー

部
と
ラ
ク
ビ
ー
部
の
ど
ち
ら
か
を

残
す
か
で
、
多
く
の
先
輩

O

B
の

方
々
か
ら
も
意
見
を
聞
き
検
討
を

を
重
ね
ま
し
た
。
最
終
的
に
サ
ッ

カ
ー
部
を
存
続
し
、
ラ
ク
ビ
ー
部

は
廃
部
で
幕
を
引
く
こ
と
に
な
っ

た
こ
と
。
等
の
お
話
が
あ
り
ま
し

゜
た
ま
た
、
今
の
卒
業
生
は
地
元
で

の
定
着
型
が
多
い
と
の
お
話
で
し

た
。
我
々
の
時
代
（
昭
和

40
年
代
）

は
、
兄
弟
が
多
く
、
長
男
以
外
は

都
会
に
行
く
の
が
当
た
り
前
で
、

地
元
で
就
職
す
る
に
し
て
も
就
職

先
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

現
在
関
西
で
の
同
窓
生
が

8
0
0

人
ほ
ど
い
ま
す
。
各
界
に
も
多
く

の
方
々
が
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
に
皆
さ
ん
の
若
い
力
で

夢
を
追
い
求
め
て
く
だ
さ
い
。
次

世
代
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

そ
の
後
懇
親
会
と
な
り
、
毎
年

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
企
画
し
て
い

ま
す
が
、
今
年
は
ソ
。フ
ラ
ノ
歌
手

を
お
呼
び
し
、
瀧
廉
太
郎
作
曲
の

”花
“
I
I
荒
城
の
月
“
の
他
、
ク

ラ
ッ
シ
ッ
ク
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ソ

ン
グ
を
披
露
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

恒
例
の
ス
ト
ー
ム
そ
し
て

”校

歌
斉
唱
“

”万
歳
―
―
―唱
“
懐
か
し

さ
の
感
情
が
沸
々
と
湧
き
上
が
る

中
、
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
同

窓
会
で
数

10
年
ぶ
り
に
友
に
会
う

と
昔
の
思
い
出
が
、
小
学
校
、
中

学
校
、
村
や
町
、
豊
後
竹
田
か
ら

見
る
祖
母
の
山
々
、
広
大
な
九
重

連
山
、
豊
か
な
る
大
自
然
、
春
夏

秋
冬
、
暖
か
く
我
を
育
ん
で
く
れ

た
「
竹
田
」
が
よ
み
が
え
り
、
感

激
で
思
わ
ず
、
感
涙
に
浸
り
ま
す
。

ま
た
シ
ニ
ア
の
話
題
は
健
康
の

こ
と
で
誰
で
も
体
調
に
不
安
が
あ

り
、
ど
こ
賀
悪
か
っ
た
が
今
は
回

復
し
た
。
誰
々
さ
ん
は
入
院
し
て

い
る
。
ま
た
退
院
し
た
な
ど
の
お

話
で
す
。

そ
ん
な
中
、
シ
ニ
ア
の
女
性
は

皆
さ
ん
、
元
気
で
若
々
し
く
き
れ

い
で
す
。
自
信
た
っ
ぷ
り
に
振
る

舞
う
姿
に
は
元
気
を
も
ら
い
ま
す
。

通
信
は
が
き
の
コ
メ
ン
ト
で
は
、

体
調
不
良
で
今
回
は
欠
席
。
ま
た

配
偶
者
の
お
世
話
で
家
を
空
け
ら

れ
な
い
の
で
今
回
は
出
席
で
き
ま

せ
ん
I
I
ご
め
ん
な
さ
ぃ
“
等
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
ご
家
族
か
ら
ご
本
人
は
、
他

界
し
た
と
の
連
絡
も
あ
り
寂
し
く

な
り
ま
す
。
ご
冥
福
を
祈
る
ば
か

り
で
す
。

先
日
、
関
西
同
窓
会
ゴ
ル
フ
会

を
開
き
和
気
謁
々
楽
し
い

一
日
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ゴ

ル
フ
だ
け
で
な
し
に
、
健
康
や
認

知
症
予
防
に
山
歩
き
や
囲
碁
、
将

棋
、
娯
楽
な
ど
の
同
好
会
が
生
ま

れ
る
機
会
が
あ
れ
ば
い
い
も
の
で

す
。皆

様
の
御
健
勝
と
好
い
こ
と
多

か
れ
と
、
心
よ
り
願
い
ま
す
。
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十
九
期
生

（昭
和
四
十
二
年
卒
）

大
分
県
公
安
委
員
会
委
員
板
井
良
助

こ
の
言
葉
は
あ
る
団
体
の
標
語

で
し
た
。
時
折
反
省
時
に
思
い
出

し
ま
す
。

「
チ
ャ
リ
テ
イ
ー
ビ
ギ
ン
ズ
ア

ッ
ト
ホ
ー
ム
」
は
慈
善
は
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
、
英
語
の
副
読
本
の

表
題
で
し
た
。

今
年
古
希
を
迎
え
、
級
友
が
欠

け
て
行
く
年
齢
に
達
し
て
、
高
校

と
の
関
わ
り
を
ふ
り
返
っ
て
み
ま

し
た
。

高
校
時
代
に
生
徒
会
と
は
別
に

当
時
高
校
生
の
オ
ー
ト
バ
イ
事
故

の
多
発
す
る
状
況
に
、
「
交
通
安
全

の
会
」
な
る
組
織
を
高
校
生
の
自

主
的
な
発
意
で
創
設
し
、
警
察
署

に
相
談
し
i

巾
内
の
高
校

2
校
に
も

連
携
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。
通
学

以
外
の
運
転
は
禁
止
の
方
向
に
進

み
高
校
生
の
事
故
防
止
に
効
果
を

上
げ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

高
校
の
組
織
と
は
い
え
、
校
門
を

出
て
初
め
て
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

地
域
の
社
会
活
動
に
参
加
し
た
体

験
で
し
た
。

成
人
し
て

4
人
の
子
育
て
世
代

に
な
る
と

P
T
A
活
動
等
で
竹
田

幼
稚
園
、
竹
田
小
中
学
校
で
は
「
親

父
の
会
」
を
中
学
校
区
で
創
設
し

将
来
の
学
校
統
合
に
備
え
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
相
互
理
解
が
進
み
効
果
は
抜
群

で
し
た
。
高
校
で
は
、
県
立
高
校

と
地
域
と
の
壁
を
低
く
す
る
こ
と

の
試
み
と
し
て
、
臥
牛
祭
の
ク
ラ

ス
演
技
の
中
か
ら
選
抜
し
て
三
日

月
観
月
祭
の
薪
能
の
舞
台
で
市
民

に
披
露
し
て
地
元
の
高
校
生
の
頑

張
り
を
見
て
頂
き
、
交
流
の
場
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
方
で
は
東
京
の
関
東
同
窓
会

の
10
周
年
記
念
総
会
に
我
々
「
竹

田
の
未
来
を
考
え
る
会
」
で
企
画

し
、
会
長
の
世
界
企
業
の
東
芝
E

M
I
会
長
高
宮
様
、
担
当
の
蒼
々

た
る

26
会
の
大
先
輩
諸
氏
の
ご
厚

意
で
、
竹
田
を
振
興
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
母
校
や
故
郷

に
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
関
東
同
窓
会
の

20
周

年
行
事
に
は
器
楽
部
に
招
待
が
あ

り
、
全
員
参
加
を
目
標
に
不
足
分

を
保
護
者
会
で
積
立
て
準
備
し
、

総
会
当
日
の
心
の
通
う
感
動
を
呼

ぶ
演
奏
に
温
か
い
感
謝
の
お
言
葉

を
沢
山
の
方
か
ら
頂
き
ま
し
た
。

東
京
で
は
全
国
レ
ベ
ル
の
都
立

杉
並
高
校
器
楽
部
と
の
音
楽
交
流

や
日
本
フ
ィ
ル
の
演
奏
会
を
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
体
験
し
ま
し
た
。

き
っ
と
記
憶
に
残
る
経
験
と
し
て

生
徒
さ
ん
に
生
か
さ
れ
た
も
の
と

信
じ
ま
す
。
先
輩
た
ち
ゃ

P
T
A

仲
間
の
協
力
で
、
身
近
な
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

さ
て
数
年
前
に
は
我
々
の
学
年

の
担
当
年
の
母
校
同
窓
会
で
、
「
竹

田
高
校
の
将
来
」
を
テ
ー
マ
に
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

校
長
の
運
営
方
針
に
、
副
市
長
、

県
議
、
同
窓
会
長
の
意
見
交
換
、

学
年
代
表
の
私
が
司
会
と
ま
と
め

を
致
し
ま
し
た
。
隠
岐
の
島
の
島

前
高
校
の
先
進
例
が
重
要
な
議
題

で
し
た
。
当
時
県
立
高
校
の
運
営

に
地
元
の
行
政
が
関
与
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
法
改
正
が
あ
り
、

備
え
て
い
た
地
域
で
動
き
始
め
た

時
期
で
し
た
。
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

る
ほ
ど
の
過
疎
地
の
離
島
の
高
校

が
、
地
域
住
民
の
知
恵
と
工
夫
で

行
政
や
政
府
を
揺
り
動
か
し
、
全

国
か
ら
生
徒
が
募
集
に
応
募
し
て
、

高
校
も
地
域
も
成
功
の
道
を
歩
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
内
容
は
参
加
者
か
ら
絶
賛
さ
れ
、

同
窓
会
に
広
く
公
表
さ
れ
る
予
定

で
し
た
が
残
念
な
が
ら
未
だ
な
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
島
前
高
校
に
つ

い
て
の
最
新
の
情
報
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

来
春
、
南
部
中
学
校
に
在
学
し

て
い
た
知
人
の
娘
さ
ん
が
島
前
高

校
に
進
学
す
る
と
聞
き
、
い
よ
い

よ
身
近
な
存
在
と
な
り
ま
し
た
。

同
窓
会
役
員
の
情
報
で
は
、
竹

田
高
校
の
具
体
的
な
将
来
像
に
関

す
る
研
修
が
始
ま
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
開
か
れ
た

議
論
を
期
待
し
ま
す
。
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
、
始
め
た
い
。
「
備
え
よ

常
に
」
で
す
。
高
校
の
存
続
に
つ

い
て
の
状
況
は
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。

最
近
、

S
N
S
で
の
交
流
サ
イ
ト

で
、
児
童
、
生
徒
を
巻
き
込
む
犯

罪
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

私
も
関
与
す
る
県
警
の
対
策
も

後
手
に
回
る
よ
う
な
各
地
の
状
況

で
あ
り
ま
す
。
公
安
委
員
会
、
警

察
の
み
な
ら
ず
、
教
育
委
員
会
等

の
関
係
機
関
で
の
連
携
が
重
要
で

す
。
広
域
で
あ
り
、
県
境
を
越
え

て
の
連
携
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
域
の
動
き
と
し
て
、
お
隣

の
熊
本
県
公
安
委
員
会
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
犯
罪
防
止
に
、
使
用

上
の
注
意
を
促
す
教
本
を
作
成
し
、

成
人
と
高
校
用
に
配
布
し
た
と
い

う
事
例
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

全
国
で
も
早
い
取
り
組
み
で
す
が
、

関
心
を
持
っ
た
の
は
山
鹿
高
校
の

生
徒
会
が
こ
の
教
本
を
活
用
し
て

生
徒
自
ら
犯
罪
防
止
に
立
ち
上
が

っ
た
と
い
う
事
で
す
。
素
晴
ら
し

い
活
動
で
、
全
国
大
会
で
発
表
さ

れ
る
と
い
う
事
で
す
。
自
ら
、
身

近
な
友
達
を
救
う
、
温
か
い
手
を

差
し
伸
べ
る
と
い
う
時
機
を
得
た

活
動
で
す
ね
。
「
備
え
よ
常
に
」
で

す
。生

徒
の
身
近
な
場
所
か
ら
、
家

庭
や
学
校
か
ら
始
め
る
。
学
校
は

学
業
ば
か
り
で
は
な
く
社
会
活
動

も
「
ア
ク
テ
イ
ビ
テ
イ
ー
ビ
ギ
ン

ズ
ア
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
」
で
す
ね
。

竹
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は

竹
田
高
校
と
提
携
し
て
イ
ン
タ
ー

ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
提
唱
し

て
い
ま
す
。
自
主
的
な
活
動
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

生
徒
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
人

類
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う

な
社
会
が
到
来
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ロ
ー
カ
ル
な
文
化
や
伝

統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、

A
ー
や
ー

O
T
の
活
用
と
共
存
を
図
り
な
が

ら
、
変
化
を
先
取
り
受
容
し
、
自
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然
災
害
や
危
険
か
ら
、
サ
イ
バ
ー

空
間
に
も
、
安
心
、
安
全
な
環
境

を
構
築
す
る
と
い
う
よ
う
な
挑
戦

を
、
社
会
を
洞
察
し
た
学
び
の
中

か
ら
進
ん
で
行
な
っ
て
頂
き
た
い
。

皆
さ
ん
の
明
る
い
将
来
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

●Risk Taker挑戦する人 ●Principal信念のある人
●Communicationsコミュニケーションができる人
●Knowledgeable知識のある人 ●Balancedバランスのある人
●Thinkers考える人 ●Reflective振り返りができる人
●Caring思いやりがある人 ●Inquires探求する人
●Open-minded心開く人

国際バカロレア認定校福岡第一高等学校（私立高校） 1 

バカロレア担当の先生と 少人数による英語での授業

現
在
竹
田
高
校
は
、
少
子
高
齢

化
の
波
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
定

員
割
れ
が
続
い
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
こ
の
ま
ま
、
推
移
し
て
い
く

と
他
校
と
の
合
併
、
市
の
存
続
も

危
ぶ
ま
れ
て
き
ま
す
。
い
わ
ゆ
る

限
界
市
に
な
り
、

一
気
に
す
た
れ

二
十
一
期
生
（
昭
和
四
十
四
年
卒
）

そ
の

て
い
く
構
図
に
な
っ
て
い
っ
て
ま

す
。
竹
田
高
校
の
位
置
づ
け
も
、

従
来
の
学
び
の
舎
か
ら
、
大
き
く

様
変
わ
り
し
て
し
て
い
ま
す
。
高

校
が
な
く
な
れ
ば
、
中
学
へ
、
小

学
校
へ
い
く
生
徒
も
家
族
も
、
便

利
さ
を
考
え
、
他
市
に
移
り
、
竹

田
市
の
過
疎
化
が

加
速
し
ま
す
。
竹

田
高
校
を
存
続
さ

せ
る
こ
と
、

た
め
の
付
加
価
値

化
に
よ
る
生
徒
数

確
保
は
愁
眉
の
課

題
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
竹
田
高

校
同
窓
会
は
、
付

加
価
値
、
生
徒
数

確
保
に
向
け
て
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
バ
カ
ロ
レ
ア

(
I
B
校

）

の

認

定

校

に

な

る

べ

く、

I
B
校

に

関

し
て
、
県
や
、
竹

田

高

校

へ

の

説

明
、
他
市
の
同
窓
会
へ
の
説
明
、

他
県
の

I
B
校
（
横
浜
国
際
高
校
・

福
岡
第
一
高
等
学
校
）
を
訪
問
パ
ー

カ
ラ
イ
ジ
ン
グ
社
へ
高
校
変
革
の

必
要
性
の
説
明
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
認
定
校
（
国
際
科
新
設
）
に

な
れ
ば
、
国
内
外
か
ら
の
生
徒
確

保
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
授
業
、
知
識

中
心
か
ら
思
考
方
法
へ
の
転
換
、

外
国
で
も
通
用
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル

な
人
材
育
成
、
し
い
て
は
竹
田
市

が
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
テ
ィ
に
な
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。
歴
史
、
文
化
の

深
い
竹
田
市
、
関
一
楽
か
ら
の
学

問
の
府
、
由
学
館
、
修
道
館
、
そ

し
て
竹
田
高
校
と
江
戸
時
代
か
ら

学
問
へ
の
姿
勢
は
熱
く
、
今
は
ま

さ
に
そ
の
精
神
を
受
け
継
い
で
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
波
に
、
情

報
化
の
波
か
ら
、
さ
ら
に
生
活
環

境
の
便
利
さ
を
求
め
る
S
O
C
i

e
t
y
5
.
0
と
い
う
波
に
対
応

す
る
た
め
に
、
高
校
も
市
も
県
も
、

地
方
創
生
を
含
め
て
至
急
大
き
く

か
じ
取
り
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ

て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ルバ
カ
ロ
レ
ア
認
定
校
に
む
け
て

阿

南

修

平

●
学
校
監
事

ロロロ国

今

年

は

台

風

の

影

響

で

、
各

地
に
災
害
を
も
た
ら
し
、
一
方
農

産
物
で
は
、
異
常
に
ウ
ン
カ
が
発

生
、
沢
山
の
田
ん
ぼ
が
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
今
回
の
編
集
で
は
、

他
会
長
、
県
会
議
員
の
投
稿
も
お

願
い
し
ま
し
た
。
竹
田
市
内
で
は
、

無
電
柱
化
が
推
進
さ
れ
、
現
在
、

「竹

田
市
城
下
町
交
流
プ
ラ
ザ
」
や、

「歴

史
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
」

の
建
設

が
進
行
中
で
す
。
来
年
に
は
竹
田

市
内
の
装
い
が
大
き
く
変
わ
る
で

し
ょ
う
。

広

報

担

当

阿

南

修

平

●
監
事

●
会
計

●
事
務
局
長

●
事
務
局
員

●
副
会
長

●
会

長

●
顧

問

合
澤

哲
郎

森

B
登
美

高

橋

功

赤

嶺

洋

工
藤

英

幸

和

田

民

子

阿

南

修

平

高

野

将

工

藤

厚

憲

堀

幸

子

服
部

諷

田

北

和

義

同
窓
会
役
員
紹
介
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